
昭文社グループの取り組みについて
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（株）昭文社ホールディングス
代表取締役社長 黒田茂夫

説明会用資料



グループ経営理念の共有
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“安心な暮らしと楽しい旅をサポートする企業”
(株)昭文社 (株)マップル

各社独立採算の企業として自由に企画発想・事業活動を行いながらも、統一した経営理念
のもとに共通ベクトルを持つ企業グループを形成します。
それぞれの事業環境に応じて、各社は個別に事業戦略を進める一方、グループとしてのシナ
ジーを最大化することも念頭に置き、持ち株会社はそれを促進する役割を担います。

100％子会社 100％子会社

100％子会社 100％子会社

(株)昭文社
クリエイティブ (株)マップルオン

(株)昭文社
ホールディングス
持ち株会社



第66期の経営方針
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サステナビリティを意識しつつDX戦略を継続して推進
・メディア事業では総合出版事業拡充とデジタルメディアを核とした取り組み推進。

歴史的円安の影響を慎重に見極めつつ、多彩な企画や再開した海外旅行関連において順次商品拡充。
電子書籍・公式SNS等に加え、出版物の公式オンラインストア運営など新たな取り組みにも着手。

・ソリューション事業では環境・社会的サステナビリティへの貢献を意識した事業を推進。
『業務用カーナビ』で警察・消防・大手インフラ企業などから着実な受注を獲得。2024年問題への貢献。
観光DXに注力。特に来訪者とデジタルでつながる『デジタル観光パスポート』の取り組み強化。

業績の成果を株主還元するための体制整備
・二期連続黒字の成果をもとに配当で株主還元すべく財務上の体制を整備。
（配当による株主還元を行うために減資等の一連の手続きを実施することで財務上の準備体制を整備）

・グループ経営理念と軌を一にする環境・社会的サステナビリティへの貢献。
（各事業における環境・社会的サステナビリティへの貢献についても意識的に取り組む）

・DX活用による省力化に加え事業所移転とオフィス空間のさらなる有効活用。
（DX活用による省力化に加え事業所移転を契機にフリーアドレス導入・オフィス空間のさらなる有効活用）



総合出版事業
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お出かけ関連商品充実／季刊ことりっぷマガジン／海外新シリーズ拡充／人気シリーズ新刊

新シリーズ『まっぷる WORLD』
再開した海外旅行に新シリーズ登場！エリア拡充

季刊ことりっぷマガジン

2024夏 2024秋

多彩なお出かけ関連本

『地図でスッと頭に入るシリーズ』新刊続々



デジタルメディアを核とした新展開
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『昭文社オンラインストア』スタート／『ことりっぷWEB』リニューアル

『昭文社オンラインストア』 スタート

※アプリは未対応です。

・より使いやすく
・より検索しやすく
・都道府県特設ページ新設

リアルイベント
『旅するマルシェ』

2年ぶり開催

『ことりっぷWEB』リニューアル※

公式ECサイト『昭文社オンラインストア』 オープン記念プレゼントキャンペーン開催



ソリューション事業
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『業務用カーナビ』で警察・消防・大手インフラ企業などから着実な受注を獲得

ルート探索時に、車両情報として「積載量」を設定することができ、積載量によって通行が制
限されていた道路（時間帯による規制も含む）を考慮したルート探索、案内が可能に。

「業務用カーナビSDK Ver.9.0」積載量による道路制限を考慮したルート探索が可能に。



来訪者とデジタルでつながる『デジタル観光パスポート』の取り組み強化

観光DX事業への注力
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『充電観光マップ』

※LINE及びLINEロゴは、LINEヤフー株式会社の登録商標です。

コミュニケーションツールとして身近なLINEを活用、
情報発信、観光情報やクーポンなどのサービス提供
をLINE公式アカウントに集約、来訪者とのタッチポ
イントのデジタル化に加え、SNSでのつながりを活か
してデジタル上での再訪促進や関係深化を支援。

東京都江東区のLINE公式アカウント
『KOTOおでかけパス』に採用

磐梯町
『自動運転車両の公道走行の実証実験』

（自動運転レベル２）での活用
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これからの昭文社グループに
ぜひご期待ください。
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